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New Directions in Cultural Psychiatry

文化とこころ:精 神医学 ・人類学・ 歴史学の対話

開催日

企画班

企画者

講演者

2008年8月3日

哲 学 ・文 化 人 類 学 班

宮 坂 敬 造 、 北 中 淳 子

Laurence J. Kirmayer(McGill University)、 神 庭 重 信(九 州 大 学)、

Ellen Rubinstein(Yale University)、 佐 藤 裕 史 、 栗 原 稔 之 ＼(塾内 医 学 部)、

鈴 木 晃 仁(塾 内 経 済 学 部)

 90年代以降の精神医学のグローバリゼーション

を背景に、「文化 とこころ」の問題領域が改めて

注 目を集めている。 うつ病等の薬物治療が世界的

規模で展開される一方で、臨床のあ り方や患者の

経験には地域差がみられるなど、生物学一文化相

互作用に関する問題はますます複雑さを増 してい

る。 このような問題意識か ら、哲学 ・文化 人類

学班の文化人類学グループでは、マッギル大学 ・

多文化 間精神 医学部門の所長で、Transcultural

Psychiatryの 編集主幹 であ るL. J。 Kirmayer教

授(社 会学研究科特別招聰教授)を 迎え、8月3

日三田キ ャンパスにお いて 「New Directions lp

Cultural Psychiatry文 化 とこころ:精 神 医学 ・

人類学 ・歴史学の対話」 と題 した国際 シンポジウ

ムを行った。カーマイヤー教授 にはSociosomatic

Theory:Towarda Typology of Looping E. ffects

に関する講演で文化精神医学最新の知見 をご紹介

いただき、九州大学精神科教授 ・神庭重信先生に

は現代 日本の うつ病について、慶應 義塾大学医学

部クリニカルリサーチセンター ・佐藤裕史先生に

はプラセボ効果における主観性 ・客観性の問題、

慶應義塾大学医学部精神科 ・栗原稔之先生には東

京 とバ リの統合失調症の文化差、またYale大 学

人類学部のEllen Rubinstein氏 には北米精神科実

践に関する医療人類学的研究について講演いただ

いた。慶應 義塾大学経済学部 ・鈴木晃仁先生 と、

文学部宮坂敬造先生か ら全体総括 のコメ ン トが

あった。社会科学、精神医学領域における著名な

学者が数多 く参加 し(参 加者数は70名)、 最後 ま

で活発な討論が続 く、大変盛況な会 となった。 ま

た海外か らの研究者の参加 も多 く、日本の精神医

学の状況 と医療の人類学的研究に対する関心の高

まりを感 じさせた。

                 (北中淳子)
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